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(ー)

餓u
光
観
智
凶
師
と
は
、
州
艇
長
十
五
年
(
て
ハ
一
O
)
に
後
陥
成
天
皇
よ
り
刷
上
寺
第
卜

二
世
の
源
誉
存

応
に
与
え
ら
れ
た
国
師
号
で
あ
る
。
国
師
と
は

一
一回
の
天
子
の
師
と
仰
が
れ
る
高
僧
と
い
う
意
味
で
、
朝

廷
か
ら
与
え
ら
れ
る
称
号
で
あ
る
。

国
師
号
は
鎌
倉
時
代
に
禅
家
に
与
え
ら
れ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
が
、

浄
土
宗
の
僧
侶
と
し
て
は
存
応
は
二
人
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
徳
川
家
康
の
念
仏
信
仰
と
存
応
に
対
す
る
熱

い
州
依
が
あ
っ
た
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
存
応
と
家
康
は
ほ
ぼ
同
年
代
で
あ
り
、

m
上
寺
で
家
康

の
伯
作
慢
を
つ
と
め
た
四
年
後
に
じ
ト
六
践
で
入
寂
し
て
い
る
.

作
応

(
一
戸九
州
問
l

一
六
ニ
O
〉
が
こ
の
悦
に
供
を
う
け
た
の
は
室
町
時
代
の
末
期
、

い
わ
ゆ
る
戦
同

の
惟
で
あ
る
。
記
事
は
武
蔵
野
国
多
摩
郡
由
木
(
現
在
の
八
王
子
市
柚
木
)
で
、
由
木
利
重
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
る
が
、
五
歳
の
と
き
に
利
重
は
戦
死
し
て
い
る

。

tf-光級学fltJ師

出
身
の
由
木
氏
は
鎌
倉
時
代
よ
り
つ
づ
く
関
東
に
お
け
る
部
門
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
由
木
氏
の
祖
は
鎌

倉
幕
府
か
ら
戦
功
に
よ
り
、
柚
木
、
大
津
、
遣
水
、
片
山
、
長
沼
、
打
越
、
中
山
、
嘱
内
、
落
合
、
別
所
、

松
木
等
の
ニ
ト
五
ケ
村
を
賜
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
は
現
在
も
八
王
子
市
に
残
っ
て
お
り
、
八

王
子
の
東
南
に
広
が
る
地
峨
で
あ
る

.

骨
粗
父
の
と
き
か
ら
小
田
原
北
条
氏
に
M
し
て
お
り
、
父
の
利
屯

も
北
条
氏
政
に
仕
え
て
い
た
.
北
条
氏
は
や
が
て
性
臣
の
情
勢
に
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
由
木
氏

3 



一
族
も
そ
の
運
命
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

4 

存
応
の
出
・
米
の
動
機
は
不
明
だ
が
、
卜
織
の
と
き
に
武
蔵
野
凶
新
座
郡
片
山
の
法
盛
寺
の
怒
円
の
も
と

で
出
家
し
て
お
り
、
怒
れ
と
名
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
与
は
念
仏
宗
で
あ
っ
た
が
、
W
1時
は
時
宗
で
あ
っ
た
.

織
削
H
M
H
U
は
桶
狭
間
の
戦
い
で
勝
利
を
お
さ
め
て
天
ド
に
頭
角
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
覗

年
ト
七
織
の
と
き
、
鎌
合
お
瀬
に
あ
る
大
長
寺
の
作
自
の
門
に
入
り
、
れ
げ
応
と
名
の
る
よ
う
に
な
る

.

師

の
存
貞
は
後
に
明
上
寺
第
十
世
の
住
持
に
な
っ
て
い
る
が
、
存
応
の
生
涯
の
師
と
い
え
る
人
物
で
、
浄
上

宗
の
勉
学
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

世
上
で
は
、
織
田
信
長
が
崩
権
を
に
ぎ
る
か
と
思
え
た
矢
先
に
本
能
寺
の
変
で
敗
死
す
る
。
や
が
て
時

代
は
位
隠
氏
へ
と
移
っ
て
行
く
。

こ
の
頃
、
存
応
は
三
卜
九
践
で
か
つ
て
師
が
住
持
を
つ
と
め
て
い
た
鎌

合
大
良
与
の
住
持
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
習
年
の
天
正
ト
・

一年
{

一
五
八
問
)
、
問
ト
践
で
江
戸
税
品
榔

只
塚
に
あ
っ
た

m
t
存
知
ト
ニ
併
の
住
持
に
就
任
し
て
い
る
.

m
上
寺
は

a

J
一九
三
年
に
明
聴
に
よ
っ
て

開
創
さ
れ
、
第
九
世
の
貞
把
、
第
卜
世
の
作
貞
の
代
に
は
学
問
僧
の
集
う
寺
と
し
て
、
ま
た
江
戸
に
お
け

る
念
仏
布
教
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た

。

し
か
し
当
時
は
鎌
倉
の
光
明
寺
が
関
東
の
本
山
的
な
立
場
に

あ
っ
た
。

存
応
に
と
っ
て
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
天
正
ト
八
年
(

一
五
九
O
)
で
あ
る
。
存
応
が
四
十
九
歳
の
と

き
で
あ
る
。

こ
の
年
に
徳
川
家
版
は
江
戸
入
り
を
し
、
存
応
と
出
会
っ
て
い
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
世
間
勢
に
よ
る
小
川
原
の
北
条
氏
攻
め
で
あ
る
。

相
肢
か
ら
武
崎
野
川
.
円
に
勢
h
Hを
持
っ
て
い



た
北
条
氏
は
、
豊
臣
氏
の
全
国
制
覇
に
障
壁
と
な
っ
て
お
り
、
小
田
原
城
は
そ
の
要
と
な
る
城
で
あ
っ
た
。

天
正
十
八
年
は
そ
の
小
田
原
城
が
落
城
し
、
北
条
氏
が
滅
亡
し
た
年
で
あ
る
。
小
田
原
攻
め
に
参
陣
し
た

家
康
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
り

三
河
か
ら
江
戸
へ
領
地
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
、
存
応
と
会
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

ま
た
天
正
十
八
年
は
、
存
応
の
出
身
で
あ
る
由
木
氏
が
滅
亡
し
た
年
で
も
あ
る
。
由
木
氏
が
本
拠
と
す

る
八
王
子
に
は
、
北
条
氏
照
を
域
主
と
す
る
八
王
子
城
が
あ
っ
た
。
小
田
原
城
が
落
城
す
る
ほ
ぽ一
ヵ
月

前
、
豊
臣
方
の
上
杉
景
勝
、
前
田
利
家
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
八
王
子
城
は
落
城
し
て
し
ま
う
。
こ
の
合
戦

に
は
存
応
の
叔
父
の
氏
成
、
兄
の
重
良
も
加
わ
っ
て
い
る
が
、
討
ち
死
に
し
て
い
る
。

家
康
が
江
戸
へ
入
っ
た
頃
、
江
戸
に
は

二
十
数
ケ
寺
の
浄
土
宗
寺
院
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
河
で

は
浄
土
宗
の
大
樹
寺
が
松
平
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
城
の
近
く
の
噌
上
寺
が
家
康
の
菩
提
寺
と

な
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
江
戸
入
り
し
た
家
康
を
乗
せ
た
馬
が
増
上
寺
の
門
前
で
突
然
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
門
前
に
立
っ
て
い
る
僧
侶
の
名
を
家
来
に
尋
ね
さ
せ
る
と
、
増
上
寺
の
住
持
、
源
誉
存

応
で
あ
る
と
答
え
た
と
い
う
。
家
康
は
そ
の
翌
日
に
増
上
寺
を
訪
ね
る
約
束
を
し
た
。
次
の
日
家
康
は
存

応
を
訪
ね
、
存
応
よ
り
十
念
を
授
か
り
、
師
槌
の
関
係
を
結
ん
だ
と
い
う
。
存
応
に
と
っ
て
家
康
は
身
内

u光鋭符匝l飾

を
滅
ぼ
し
た
敵
方
の
将
で
あ
る
。
戦
国
の
世
の
定
め
を
胸
に
お
さ
め
て
の
両
者
の
出
合
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

豊
臣
秀
吉
が
死
去
す
る
の
は
慶
長
三
年
(

一
五
九
八
)
で
あ
る
。
こ
の
年
に
家
康
は
江
戸
城
の
拡
張
に

の
り
だ
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
噌
上
寺
は
貝
塚
よ
り
現
在
の
芝
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
関
ケ

5 



原
の
戦
い
を
へ
て
、
鹿
長
八
年

二
六
O
三
)
、
家
康
は
江
戸
に
都
府
を
聞
く
.

二
年
後
に
は
将
軍
織
を

6 

秀
忠
に
ゆ
ず
り
、
円
ら
は
大
御
所
と
し
て
天
下
に
に
ら
み
を
き
か
せ
る
こ
と
に
な
る

.

こ
の
頃
に
明
上
寺

の
七
堂
伽
藍
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る。

(二)

慶
長
十
五
年
(
一
六

一
O
)、
存
応
は
上
洛
し
て
後
陽
成
天
皇
よ
り
普
光
観
智
国
師
の
号
を
勅
許
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
に
は
家
康
に
よ
る
朝
廷
へ
の
再
三
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
.
と
こ
ろ
で
、
存

応
が
増
上
寺
へ
入
る
ず
っ
と
前
、
修
行
時
代
に
野
武
士
の
た
め
に
身
ぐ
る
み
剥
ぎ
と
ら
れ
途
方
に
暮
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
助
け
て
く
れ
た
人
物
が
い
て
、

と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

四
十
年
ぶ
り
に
国
師
は
そ
の
人
物
と
噌
上
寺
で
再
会
し
た

文
化
十
一
年
(

一
八
一
間
)
に
出
版
さ
れ
た
『
遊
歴
雑
記
』
と
い
う
仕
立
物
が
あ
る
。
こ
れ
は
水
道
端
に

あ
っ
た
郭
然
寺
の
隠
居
間
で
卜
β
庵
敬
服
が
、
江
.
ド
市
中
や
近
郊
を
訪
れ
た
先
々
で
凡
聞
し
た
峨
々
な
こ

と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

.

そ
の
中
に

「浅
以
繊
多
市
「
布
衛
門
が
遣
緒」
が
あ
る
.

そ
の

一
説
に
こ
の

よ
う
に
あ
る
.

さ
れ
ば
此
郭
の
内
(
浅
草
新
町
)
に
住
る
繊
多
手
布
衛
門
と
い
う
も
の
あ
り
、
先
祖
半
右
衛
門
以
来
、

噌
上
寺
へ
出
這
入
し
て
、

m
正
の
代
蒋
り
に
は
目
通
り
し
て
、
玄
米
拾
俵
と
烏
日
拾
民
文
を
拝
受
し
、



猶
観
智
国
師
以
来
、
代
々
噌
上
寺
の
住
職
の
名
号
残
ら
ず
半
右
衛
門
方
に
所
持
し
て
、

事
な
く
、
家
名
A
Iも
っ
て
相
続
せ
り
。
(原
文
マ
マ
)

こ
の
記
事
が
事
実
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
す
で
に
観
智
同
師
の
時
代
よ
り

二
円
年
も
経
過
し
て
い
る
.

将

軍
は
十
一
代
の
家
斉
で
あ
り
、
噌
上

寺
は
第
五
十
五
世
の
黛
誉
在
禅
の
代
で
あ
る
。

浅
草
新
町
に
住
む
半

右
衛
門
の
先
祖
の
半
右
衛
門
こ
そ
が
、
実
は
そ
の
若
き
日
の
存
応
の
窮
地
を
救
っ
た
人
物
な
の
で
あ
る

。

半
右
衛
門
の
生
業
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
弾
左
衛
門
の
配
下
で
、

差
別
を
受
け
て
い
た
存
在
だ

一
代
も
捌
く

っ
た
に
違
い
な
い

。

『
遊
歴
雑
記
』

に
よ
る
と
、
存
応
が
野
武
上
に
お
そ
わ
れ
た
の
は
、
天
正
年
間
で
、
武
州
足
立
郡
の
草
加

宿
と
千
住
駅
の
問
で
あ
っ
た
と
い
う
。

お
そ
ら
く
仔
応
は
三
十
践
を
過
ぎ
た
頃
で
、
師
僧
の
序
良
が
死
去
し
、

足
立
郡
の
与
野
の
民
伝
寺
に
闘
病
し
、
ま
た
江
戸
の
刷
上
寺
へ
勉
学
に
出
向
い
て
い
た
と
き
で
あ
ろ
う

.

丸
裸
の
存
応
を
み
て
、
年
の
頃
四
卜
過
ぎ
の
児
性
が
委
細
を
聞
き
、
自
分
の
布
子
を
お
せ
て
く
れ
、
観

切
に
い
た
わ
り
な
が
ら
千
住
ま
で
同
道
し
て
く
れ
た
@

別
れ
際
に
、
実
は
私
は
浅
草
の
猿
昼
町
あ
た
り
に

住
む
半
右
衛
門
と
い
う
者
で
す
が
、
そ
の
姿
で
は
江
戸
へ
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

.

拙
宅
へ
お

越
し
下
さ
い
。

袈
裟
、
衣
類
を
調
達
い
た
し
ま
し
ょ
う
と
い

っ
て
く
れ
た
。

存
応
は
こ
の
言
葉
に
あ
ま
え

~~光鋭f'tl!l師

て
浅
草
の
病
宅
へ
逗
留
す
る
こ
と

十
問
、
五
n

に
お
よ
び
、
出
立
の
と
き
に
は
袈
裟
、
衣
、
若
類
、
路
用

に
い
た
る
ま
で
用
意
し
て
く
れ
た
.

存
応
は
深
く
謝
し
て
別
れ
た
が
、
市
「
布
術
門
と
そ
の
後
会
う
こ
と
も

な
く
年
月
は
過
ぎ
た

.

7 



存
応
が
市
「
お
衛
門
と
再
会
し
た
の
は
凶
附
け
を
賜
っ
て
か
ら
で
あ
る

.
AF
も
伐
引
に
存
命
と
聞
い
てm

上
寺
に
招
い
た
の
で
あ
る
.

市
「
布
衛
門
は
す
で
に
八
卜
歳
を
こ
え
、
歩
行
も
お
ぼ
つ
か
な
い
老
人
で
、
記

憶
も
定
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
怯u
の
恩
義
に
報
い
る
た
め
に
玄
米
百
俵
と
ね
口
一
ニト
民
文
を
与
え
、
ま
た

8 

形
見
と
し
て
六
字
の
名
号
を
占
き
与
え
た
。

以
後
、
増
上
寺
で
は
住
職
の
代
替
り
の
度
に
歴
代
の
名
号
、
玄
米
拾
俵
、
鳥
目
拾
民
文
を
浅
草
の
半
右

衛
門
方
へ
届
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
増
上
寺
で
非
常
の
お
り
に
は
半
右
衛
門
方
よ
り
人
足
が
出
る
よ

う
に
も
な
り
、
さ
ら
に
半
右
衛
門
と
名
乗
れ
ば
、
何
時
で
も
増
上
等
の
出
入
り
は
自
由
で
あ
っ
た
と
い
う
。

文
化
十

一
年
の
『
遊
歴
雑
記
』
が
伝
え
る
話
で
あ
る
。

大
阪
冬
の
陣
、
夏
の
陣
に
よ
っ
て
豊
臣
氏
は
滅
亡
す
る
が
、
そ
の
翌
年
の
元
和
二
年
(

一
六
二
ハ
)
、

徳
川
家
康
は
病
に
伏
し
、
存
応
は
駿
府
に
家
康
を
見
舞
っ
て
い
る
。
間
年
、
家
康
の
葬
儀
が
噌
上
寺
で
執

り
行
わ
れ
る
が
、
存
応
は
そ
の
導
師
を
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の
四
年
後
の
元
和
六
年
(

一
六
二
O
)
存
応

は
七
十
六
践
で
入
寂
す
る
.



心
象
書
道

「週j と i r う乍は不忠義ですね。

ただ tr.に迎と Jえば巡り合わせと I f うか

n分の)rではどうにもならない抗11象的な

ことなのに、他に何かが付くと運動、連

送、迎)1J。 非常に抽象的になって米るん

ですね。

f巡J(うん、はこぶ) を占いている内に、

でんでん虫になっていました。

でんでん虫も 一生懸命、

設が身を述んでいます。

「運j がM放 「でんでん虫j なのか解り

ませんが、解らないながらも何となくそ

んな気がして米るのが、速のヤの 111Î 1'1 さ

かも匁lれません。

永
井
健
策

(ながいけんさく)
昭和20年群馬県生まれ。 中央大学治学部卒覇権後、続売広告祉に入社。

企画セクションに配属され 16 ~手在籍した後、自動販売後製造メー

カーのサンデンに転験。 販売企画の仕司匹を 1 6 ~手続 (t、平成 11 ~手
に独立。 会社を役立し、新規司慎重量に取り組んでいる。 趣味で始めた

「心象.道J が趣味の世界を超え、liI覧会を開くまでになっている .
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精神科侠J悠について

小
生
、
医
師
に
な
り
精
神
科
を
専
攻
し
て
か
ら
約

同
年
が
経
つ
、
医
師
と
し
て
は
中
堅
ど
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
制
神
科
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
修
行
の
い

る
段
階
で
あ
り
ま
す
。
医
師
の
な
か
で
も
精
神
科
医

と
言
う
と
、
口
取
近
で
こ
そ
少
し
は
減
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
変
わ
っ
た
先
生
と
見
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
(
事
実
、
ユ
ニ
ー
ク
な
先
生
が
多
い
が
)
、
飲

み
屋
に
行
こ
う
も
の
な
ら
「
私
の
心
を
読
ん
で
下
さ

い
.
」
「
催
眠
術
を
か
け
て
み
て
:
・
」
な
ど
百
わ
れ
る

こ
と
が
度
々
あ
る
。
精
神
科
医
と
い
う
だ
け
で
、
い

ま
だ
に
神
秘
的
世
界
や
マ
ジ
ッ
ク
的
な
惟
排
を
辿
怨

さ
れ
る
β
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
私
の
周
り
に
い
る
精
神
科

医
で
、
一
目
見
た
だ
け
で
相
手
の
心
を
読
め
る
人
も

い
な
い
し
、
テ
レ
ビ
み
た
い
に

一
瞬
に
催
眠
術
を
か

け
る
こ
と
の
出
来
る
人
も
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、

一
概
に
精
神
疾
患
と
い
っ
て
も
多
く
の
も

の
が
あ
り
、
代
点
的
な
も
の
だ
け
で
も
統
合
失
調
症

(
精
神
分
裂
病
)
、
気
分
間
引
(
操
う
つ
病
)
、
神
経
症
、

人
格
蹄
古
(
性
格
附
宮
)
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
各
疾

患
に
つ
い
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、
概
要
を
述
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。

統
合
失
調
症
(
梢
神
分
裂
病
)
は
出
現
頻
度
約

ω
%
(
人
円
約
1
5
0

人
に
i

人
)
と
い
わ
れ
、
主

と
し
て
思
春
期
(
大
部
分
は
思
春
期
1

初
歳
頃
)
に

自
我
障
害

・

思
考
障
害
(
妄
想
な
ど
)
等
の
精
神
症

状
を
も
っ
て
始
ま
り
、
慢
性
的
な
経
過
の
後
に
感
情

鈍
麻
・
意
欲
減
退

・

思
考
の
ま
と
ま
り
の
悪
さ
・

自

問
等
へ
至
る
疾
患
で
す
。
発
病
原
因
は
不
明
で
す
が
、

発
病
や
症
状
の
恋
化
に
何
ら
か
の
精
神
的
要
因
(
ス

ト
レ
ス
〉
が
関
係
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
病
状
悪
化
時
(
急
性
期
)
に
は
、
「
命

令
し
て
く
る
戸
が
聞
こ
え
て
く
る
。
」
「
恋
口
を
言
わ

れ
て
い
る
。
」
「
誰
か
に
見
張
ら
れ
て
い
る
。
」
「
自
分

の
考
え
が
周
り
に
伝
わ
る
J

な
ど
の
幻
覚
・

妄
想
・

自
我
意
識
障
害
が
出
現
し
、
興
奮
状
態
、
ま
と
ま
り

の
な
い
不
可
解
な
ヨ
行
動
、
引
き
こ
も
り
な
ど
を
呈

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
但
し
現
在
、
張
物
を

中
心

と
し
た
精
神
科
治
療
が
進
歩
し
、
早
期
に
治
療
を
開

始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
社
会
復
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帰
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
分
開
書
(
繰
う
つ
病
〉
は
出
現
頻
度
約

ω
%

(
2
0
0
人
に
i

人
)
と
い
わ
れ
、
蹴
状
態
と
う
つ

状
態
を
付
記
す
る
も
の
で
す.

叫
眠
状
態
と
う
つ
状
態
の

両
方
を
Q
す
る
も
の
と
、

一
・
万
の
状
態
の
み
宝
す
る

も
の
が
あ
り
、
う
つ
状
態
の
み
を
呈
す
る
も
の
が
地

も
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
元
来
の
性
格
傾
向
に
社

交
的
、
ユ
ー
モ
ア
、
情
け
深
い
、
或
い
は
凡
帳
面
、

仕
事
熱
心
、
凝
り
性
、
立
任
感
が
強
い
傾
向
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
.
統
合
失
調
症
と
同
織
に
発
病

原
凶
は
不
明
で
す
が
、
精
神
的
要
因
(
職
務
移
動
、

昇
進
、
降
栴
、
引
っ
越
し
、
身
内
の
死
亡
や
病
以
な

ど
)
が
誘
凶
と
し
て
働
く
の
で
は
な
い
か
と
々
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

操
状
態
(
蹴
病
)
は
感
情
の
高
婦
が
基
本
症
状
と

さ
れ
、
気
分
高
場
、
自
信
満
々
(
尊
大
)
、
多
弁
、
多
動
、

疲
労
感
の
減
弱
、
睡
眠
時
間
の
短
縮
と
な
り
、

「大

発
見
し
た
。
」
「株
で
大
儲
け
が
で
き
る

。
」
な
ど
誇

大
的
思
考
、
或
い
は
巧
え
が
次
か
ら
次
へ
と
沸
き
起

こ
る
も
訴
が
横
道
に
逸
れ
、
論
卑
的
な
思
々
述
A
Hが

で
き
な
く
な
る
等
の
症
状
が
出
現
し
ま
す。
ま
た
、

J
行
動
に
抑
制
が
き
か
な
く
な
る
た
め
、
浪
費
、
他

行
へ
の
過
F

渉
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
日
立
つ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

う
つ
状
態

(う
つ
病
〉
は
抑
う
つ
気
分
を
け
嶋
本
症

状
と
し
、
悲
・
足
感
、
自
信
喪
失
、
情
動
力
低
下
、
白

発
性
減
退
、
易
疲
労
性
、
食
欲
減
退
と
な
り
、
何

事
に
も
悲
観
的
と
な
り

「億
劫
で
何
も
す
る
気
が
し

な
い
。
」
「生
き
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。
」
「自
分
は

つ
ま
ら
な
い
人
間
だ

。
」
な
ど
物
事
を
悪
い
点
ば
か

り
に
解
釈
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

.

思
々
の
テ
ン
ポ

が
避
く
な
り
身
え
の
進
行
が
避
い
た
め
、
ポ
ケ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
周
り
が
思
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。

不
眠
、
頭
痛
、
口
渇
、
便
秘
、
動
停
な
ど
の

多
彩
な
身
体
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
特

徴
で
す

.

ま
た
、
抑
う
つ
気
分
が
目
立
た
ず
、
イ
ラ

イ
ラ
感
や
自
殺
観
念
が
強
く
な
る
タ
イ
プ
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
.

う
つ
状
態
の
忠
符
さ
ん
に
は
、

病
気
が
必
ず
よ
く
な
る
こ
と
を
説
明
し
精
神
的
負
判

の
軽
減
を
行
う
こ
と
と
し
、
激
励
や
気
附
ら

し
の
た
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事1神科決!JI.について

め
に
旅
行
に
誘
い
出
す
な
ど
は
い
い
β
法
で
あ
り
、

沌
う
ち
ゃ
修
行
な
ど
の
行
動
は
、
か
え
っ
て
精
神
的

負
判
を
刑
強
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
絶
対
に
避
け

る
べ
き
で
す
。

わ
か
り
や
す
く
バ
え
ば
、
う
つ
状
態

は
ガ
ソ
リ
ン
の
切
れ
た
自
動
単
で
あ
り
、
燃
料
(
精

神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
)
を
補
充
し
な
い
限
り
動
か
な
い
。

無
理
に
動
か
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
負
担
を
大
き
く

す
る
ば
か
り
で
、
活
く
す
る

一
・
万
な
の
で
す
。

制
し
、
気
分
附
得
も
薬
物
療
法
が
進
夢
し
て
お
り

効
民
を
上
げ
て
い
ま
す
.
特
に
う
つ
状
態
に
対
し
て

は
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
抗
う
つ
剤
が
開
発
さ
れ
て
お

り
符
効
す
る
こ
と
も
綿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.

神
経
症
は
粕
神
的
盟
国
(
ス
ト
レ
ス
)
に
よ
っ
て

精
神
的
或
い
は
身
体
的
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
人
は
社
会
生
活
を
送
る
上
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
(
精
神
的
要
因
に
、
遭
遇
し
、

こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
に
対
し
極
々
の
心
的
機
制
(
適

応
機
制
〉
が
働
き
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
く
た

め
新
神
・

身
体
症
状
が
削
慣
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
心
的
機
制

(
適
応
機
制
)
が
働
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
ト
レ

ス
が
解
消
さ
れ
な
い
期
合
に
精
神
・

身
体
(
神
経
症
)

症
状
が
出
射
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
.

神
純
-
Mは
他
省
か
ら
見
れ
ば
喧
制
な
ス
ト
レ
ス
で

も
発
症
す
る
吋
能
性
が
あ
り
、
症
状
が
出
現
す
る
過

程
に
お
い
て
は
元
来
の
性
格
傾
向
が
大
き
く
反
映
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
『
学
期
末
試
験
前
(
ス
ト
レ
ス
)
に

な
っ
て
も
、
A
君
は
元
来
香
気
で
、
勉
強
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
気
に
な
り
な
が
ら
も
、
ス
ト

レ
ス
を
無
怠
却
の
な
か
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
と
い

う
抑
圧
(
心
的
機
制
)
が
働
き
、
好
き
な
テ
レ
ビ
岳

組
も
見
て
し
ま
う
行
動
が
と
れ
(
症
状
と
し
て
割
れ

る
こ
と
が
な
い
)
、
か
た
や
B
E
は
元
来
神
経
質
で
、

勉
強
が
進
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
試
験
を
出
前

に
し
、
落
ち
着
か
な
い
、
不
安
、
不
眠
、
動
停
な
ど

の
精
神
・

身
体
症
状
が
出
現
す
る
ぶ
と
い
う
ふ
う

な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
神
経
症
の
中
核
を
な
す
の
は

不
安
で
あ
り
、
こ
の
不
安
が
そ
の
ま
ま
現
れ
る
場
合

と
不
安
が
加
工
さ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
制
神
症
状
或
い
は

身
体
症
状
が
出
現
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
.

13 



只
体
的
に
は
、
不
安
神
経
症
l

不
安
、
動
停
、
呼

吸
困
難
感
、
手
足
の
し
び
れ
等。
恐
怖
(
神
経
)
症|

特
定
の
対
象
(
高
所
、
閉
所
、
不
潔
な
ど
)
に
対
す

る
不
安
と
恐
れ
。

強
迫
神
経
症
l

無
意
味
で
あ
る
理

解
し
な
が
ら

も
繰
り
返
さ
ず
に
は
お
れ
な
い
特
定
の

行
為
や
思
考

(手
洗
い
を
繰
り
返
す
、
日
に
触
れ
る

も
の
す
べ
て
を
計
算
す
る
等

.

神
経
衰
弱
l

身
体
疾

患
が
な
い
の
に
倦
怠
感
、
易
疲
労
性
、
頭
痛
、
集
中

力
低
下
な
ど
の
症
状
が
持
続
し
ま
す

。

治
療
は
安
定
剤
等
薬
物
の
併
用
も
行
い
ま
す
が
、

支
持
的
精
神
療
法
〈
心
邸
的
ア
プ
ロ
ー
チ
)
が
主
体

と
な
り
ま
す
。

基
本
的
に
は
精
神
的
要
因
(
ス
ト
レ

ス
)
が
軽
減
さ
れ
る
か
消
失
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

症
状
は
軽
快
或
い
は
消
退
す
る
為
、
精
神
科
医
以
外

の
知
識
人
や
宗
教
家
に
よ
る
暗
示
や

(共
感
的
)
経

験
践
・

人
生
論
な
ど
に
よ
り
軽
快
す
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す

.

品
後
に
人
格
障
害
(
性
格
障
害
)
で
あ
り
ま
す
が
、

性
格
の
偏
り
が
思
春
期
以
後
、
或
い
は
そ
れ
以
前
か

ら
成
人
期
を
通
じ
て
恒
常
的
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら

が
社
会
に
不
適
応

(他
宮
)
と
な
る
か
、
或
い
は
円

己
の
悩
み
に
な
る
(
そ
の
異
常
性
の
た
め
に
自
分
自

身
が
悩
み
、
あ
る
い
は
社
会
が
悩
む
も
の
)
こ
と
を

い
い
ま
す
。

近
年
で
は
大
販
の
池
田
小
学
校
事
件
で

も
話
姐
に
な
っ

た
疾
出
で
す

.

具
体
的
に
は
、
妄
想
性
人
格
隙
市
l

卜
分
な
線
拠

.
も
な
い
の
に
、
他
者
に
対
す
る
広
範
な
不
審
と
疑

い
深
さ
、
軽
蔑
を
許
さ
ず
、
他
者
を
恨
み
続
け
る

。

反
社
会
性
人
格
障
害
|
人
間
的
な
感
情
や
倫
理
観
に

乏
し
く
、
反
省
な
く
他
密
行
為
を
繰
り
返
す

。

依
存

性
人
絡
障
害
|

而
倒
を
み
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
広

範
で
過
剰
な
欲
求
が
あ
り
、
従
属
的
で
し
が
み
つ
く

行
動
を
と
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

治
療
は
、
そ
の
性
格
に
自
身
が
悩
む
場
合
は
種
々

の
精
神
療
法
(
支
持
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
内
観
法
や
宗

教
的
ア
プ
ロ
ー
チ
等
)
や
県
境
調
控
に
よ
り
治
療
を

行
う
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
の
治
療
は
困
難
で
す
。

で
は
次
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
精
神
科
医
に
相

談
す
る
べ
き
か
?
と
い
う
点
に
な
り
ま
す
が
、
ご
く

簡
単
に
ヨ
う
な
ら
ば
、
対
象
者
の
言
行
動
が
了
解
〈納
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初神杓疾!J\について

得
)
で
き
る
も
の
か
?
了
解
(
納
得
)
で
き
な
い
も

の
か
?
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す

。

例
え
ば
、

「
明
日
、
地
球
は
爆
発
し
ま
す
。
」と
栂
拠
も
な
く
言
っ

た
り
、
話
し
て
い
る
内
符
が
ま
と
ま
り
思
く
意
味
不

明
、
お
金
持
ち
の
人
が

「
こ
の
ま
ま
で
は
貧
乏
に
な

る
。
」
と
根
拠
な
く
言
っ
た
り
、
意
味
も
な
く
興
脅

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
明
ら
か
に
了
解
で
き
ま

せ
ん
。

こ
れ
ら
の
了
解
で
き
な
い
も
の
の
中
に
は
、

幻
党
や
妄
想
が
合
ま
れ
て
お
り
正
常
な
判
断
が
出
来

な
い

(出
乱
状
態
)
可
能
性
が
あ
り
、
早
期
に
精
神

科
医
に
相
談
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

.

逆
に
、
「
サ
ラ
金
に
大
き
な
借
金
が
あ
り
、
家
を

取
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

J

或
い
は
「
吊

り
楠
は
揺
れ
る
の
で
、
転
結
す
る
か
も
知
れ
な
い
の

で
渡
ら
な
い

J

な
ど
は
少
し
大
げ
さ
で
は
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
与
え

て
み
れ
ば
了
解
可
能
(
神
経
症
的
)
な
も
の
で
、
本

人
が
望
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
無
理
に
精
神
科
医
を
紹

介
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

.

以
後
に
釈
迦
に
説
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
々

精
神
科
医
は
『
基
本
的
に
は
患
者
に
対
し
て
真
剣
な

関
心
を
持
つ
こ
と
又
そ
の
事
が
患
者
さ
ん
に
伝
わ
る

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
、
共
感
的
理
解
・
支
持
的
態

度
を
基
本
と
す
る
こ
と
』

或
い
は

『無
条
件
な
肯
定

的
関
心
』
と
も
い
わ
れ
る
織
な
対
応
を
教
育
さ
れ
て

お
り
ま
す

。

患
者
さ
ん
に
接
す
る
と
き
は
こ
れ
ら
の

こ
と
を
常
に
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ

れ
ら
は

一
般
社
会
に
お
い
て
で
も
良
好
な
対
人
接
触

資
勢
に
な
る
と
亨
え
ま
す

.

以
上
、
ご
く
簡
巾
に
制
神
科
疾
忠
に
つ
い
て
述
べ

て
み
ま
し
た

.野
木

渡

昭
和
初
年
生
ま
れ

現
際
医
療
法
人
社
図
微
風
会

理
穆
長
(大
阪
府
高
石
市
)

昭
和
引
年
川
崎
医
科
大
学
卒
鍵

神
医
学
教
室
入
局

平
成
元
年
浜
寺
病
院
就
喰

平
成
時
年
同
病
院
副
院
長・
副
理
事
長
就
任

現
在

、

大
阪
府
精
神
病
院
健
会
理
事
大
阪

府
医
師
会
看
蟻
学
校
楊
師
他

浜
寺
病
院

間
大
学
精
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日
本
誌
の
ア
イ
ウ
エ
ォ
、
英
和
で

♂
う
と
ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
は
、
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら

運
ん
で
き
て
、

仏
教
で
使
っ

て
き
た
文
字
の
順
に
よ
っ
て
、
お
坊
さ

ん
が
日
本
語
に
合
わ
せ
て
作

っ
た
も
の
で
す
。

日
本
で
は
、
小
学
校
に
入
学
す
る
と
、
ま
ず
こ
の

ア
イ
ウ
エ
オ
か
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、

あ
の
楽
し
い
入
学
当
時
の
思
い
出
と
共
に
、
習
字
で

も
習
っ
た
こ
と
を
謹
の
香
り
と
も
ど
も
記
憶
に
消
え

な
い
こ
と
で
し
ょ
う

。

し
か
し
、
ア
イ
ウ
エ
オ
が
仏

教
の
、
お
坊
さ
ん
の
努
-
Mで
で
き
た
こ
と
は
、
小
学

校
で
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
で
も
、
は
て
は
大
学
で
も

教
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
文
化
が

日
本
訴
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
い

の
は
残
念
で
も
あ
り
ま
す
し
、
日
本
人
と
し
て
も
、

い
な
、
世
界
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

お
初
さ
ん
万
は
山
口
から
、
仏
教
を
学
ぶ
必
須
科

H

と
し
て
、
こ
の
イ
ン
ド
伝
来
の
党
字
を
習

っ
て
き

日本語アイウエオは仏数の党~地、ら

ま
し
た
。

特
に
師
庇
か
ら
必
F

へ
と
直
々
に
弟
子
は

対
而
し
て
相
伝
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
認
め
ら
れ
な

い
く
ら
い
に
重
要
な
必
須
科
目
と
今
も
さ
れ
て
い
ま

す
。

党
字
は
イ
ン
ド
の
J
集
で
す
か
ら
、
日
本
語
で

は
な
い
文
字
や
、
多
少
発
音
が
山
来
な
い
文
字
も
あ

り
ま
す
が
、
日
本
語
に
合
わ
せ
た
党
請
の
文
字
順
に

よ

っ

て
、
日
本
語
の
ア
イ
ウ
エ
オ
を
作
り
ま
し
た
。

先
日出
州
は
イ
ン
ド
の
♂
策
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
源

は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
語
と
汀
わ
れ
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
中
間
く
ら
い
の
地
域
に
あ

っ
た

よ
う
で
す
。

従
っ
て
英
語
・
ド
イ
ツ
話
・
フ
ラ
ン
ス

疏
な
ど
と
同
じ
系
統
で
す
。

発
話
の
中
に
は
、
そ
れ

ら
の
同
諸
と
似
た
3
柴
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
私

た
ち
は
気
が
つ
き
ま
す
。
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バリアフリー考

利
用
者
か
ら
す
る
と
、
ど
れ
が

一
書
優
先
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
文
明
の
利
総
だ
か
ら
と

い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
向
低
泣
を
克

服
す
る
道
共
と
し
て
機
能
は
確
か
に
違
う

.

ち
な

み
に
3

つ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
も
の
を
与
え
て
み

た
。

筆
者
に
と
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
百
貨
店
、
階
段
は
学
校
で
あ
る
。

い
ず
れ
も

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
っ
た
初
体
験
の
場
所
だ
。

こ
れ
も

き
っ
と

一
人

一
人
逃
う
は
ず
だ
が
、
利
用
行
か
ら
す
れ

ば
日
常
的
に
利
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
ほ
し
い
の

は
、

一
癖
便
利
(高
価
)な
も
の
a

サ
ー
ビ
ス
側
か
ら

後
阿
し
に
し
た
い
も
の
が
、
や
は
り
品
価

(便
利
〉な

も
の
だ

。

な
ん
と
も
大
き
な
な
謙
の
進
い
を
感
じ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
利
用
者
の

一
人
と
し
て
、
ど
こ

に
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

か
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
決
ま
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
自

然
な
発
想
が
何
事
も
大
切
だ
ろ
う
。

こ
の
視
点
は
ど

こ
で
も
通
用
す
る
考
え
方
だ
と
思
う

.

と
こ
ろ
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
l

(掘
削
慣
を
な
く
す)
的
発
組
か
ら
見

て
も
実
情
は
お
想
い
。
利
用
者
感
覚
欠
如
な
の
だ

。

と
も
か
く
お
年
得
り
や
市
い
す
や
乳
母
車
の
使
い
や

す
さ
よ
り
は
、
サ
ー
ビ
ス
側
の
論
理
が
優
先
し
て
い

る
.

だ
か
ら
、
山
町
l

然
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
結
後
の
最
後
に
な
る
。

元
気
な
と
き
に
し
か

便
利
と
感
じ
な
い
階
段
が
優
先
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
何
と
か
や
り
過
ご
せ
な
い
か
と
言
い
訳
を
考

え
る

。

情
け
な
い
話
だ
。

と
こ
ろ
が
欧
州
の
駅
に
行

く
と
、
3

つ
全
部
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
に
け
を
符

わ
れ
た
.

可
地
の
関
係
行
は
、
そ
う
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ

て
い
る
ふ
し
が
あ
る

.

だ
か
ら
、

-

生

懸
命
、
そ
れ
に
カ
ッ
コ
い
い
ガ
ラ
ス
で
透
け
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
当
た
り
前
な
の
で
あ
る
。

と
に
か
く
う

ら
や
ま
し
い
限
り
だ

。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
日
本
で
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
階
段
く
ら
い
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

一
緒
に

そ
ろ
え
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ

。
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法然上人鎖仰会

講演会のお知らせ

ど

(
法
政
大
学
教
授
)



日時平成 15 年 6 月 27 日 (金曜日 )
午後二時より三時半まで

場所浄土宗大本山増上寺慈雲閣

東京都港区芝公園 4・7-4 03・3432・1431
都営三回線/御成門駅下車徒歩 5 分
都営浅草線、 大江戸線/大門駅下車徒歩 7 分
JR 線/浜松町駅下車徒歩 10 分

会費一般/千円
会員/無料 (ともに予約不要)

講師プロフィ ール/たなか・ゅうこ

法政大学社会学部教授。 専門は日本近世文

化・アジア比較文化。 近世文学(江戸時代の

文学)を専攻するがその後、研究範聞は江戸

時代の美術、生活文化、海外貿易、経済、音

曲、 「連」の働きなどに拡がってゆく 。 さらに、

中国文学を中心に束アジアと江戸の交流・比

較研究、布や生活文化を中心にインド・東南

アジアと江戸の交流・比較研究などにおよん

でいる。 江戸時代の側値観から見た現代社会

の問題に言及することも多い。 TBSテレビfサ

ンデー・プロジェクトjのコメンテーターでもある。

主な著者は、『江戸の想像力J (筑廉書房・

1986 年度芸術選奨文部大臣新人賞) r江戸の

音J (1988 河出占房新社) r近世アジア漂流j

(1 990 朝日新聞出版局) r江戸百夢J (20∞朝

日新聞出版局 .2ω0 年度芸術選奨文部科学

大臣賞、 2∞1 年度サントリー学芸賞) r江戸

の恋J (2∞2 集英社新書)
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会いたい人

さ
ん

-
a
'ま
る

え
り
子
さ
ん
が
「
劇
団
3

0
0

」
の
旗
揚
げ
を
し

た
の
は
弱
冠
s
4

ト
ミ
議
の
と
き
だ
っ
た

「北
朝
鮮
に
此
致
さ
れ
た
地
村
さ
ん
夫
長
が
・
.
卜

畿
の
と
き
だ
っ
た
と
捌
く
と
、
他
人
事
と
は
思
え
ま

せ
ん
ね
。

私
が
一
.
ト
ゴ

一か
ら
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
人
、

ゃ
っ
た
仕
事
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
気
の
遠
く
な
る

ほ
ど
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
し
ょ
。

そ
の
蹴
月
が
ボ

ー
ン
と
な
く
な
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
だ
け
ど
、
で
も

あ
の
人
た
ち
も
北
朝
鮮
で
確
実
に
生
き
て
き
た
ん
だ

か
ら
、
あ
の
何
十
年
間
は
空
向
の
刻
:

:
:
な
ん
て
バ

っ
て
ち
ャ
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね

」
と
、
与

え
万
は
け
く
は
な
い
。

H・ト

‘
.
e
a・及
句

劇
同
名
は
品
初
は
2

0
0
だ
っ
た
。

地
球
を

-

市

の
円
と
考
え
、
そ
れ
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
て
、

既
成
概
念
を
追
い
払
う
よ
う
な
自
由
な
集
団
に
し
た

い
、
と
い
う
の
が
そ
の
由
来
。

「
そ
れ
と
、
一
阿
見
た
だ
け
で
は
読
め
な
い
名
前
に

し
て
、

一
一
例
憶
え
た
ら
絶
対
忘
れ
な
い
名
前
に
し
よ

う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

活
字
に
な
っ
た
と
き
は
数
字

に
日
が
行
く
し
。

で
も
こ
れ
は
途
中
で
宅
中
分
解
す

• 

る
名
前
だ
か
ら

3
0
0

に
な
さ
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
の
が
来
輸
明
宏
さ
ん
。

長
鎗
さ
ん
の
お
弟
子
の
雌

食
店
が
、
私
た
ち
の
肱
妨
げ
公
演
に
山
出
し
た
の
を

飢
に
来
て
気
に
入
っ
て
ド
さ
っ
て
、
衣
裳
や
小
近日
付

を
貸
し
て
下
さ
っ
た
り
、
楠
ト
円
場
が
な
い
と
き
は
克

品
摘
さ
ん
の
広
い
部
屋
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
り
し
た

ん
で
す
。

そ
れ
で
姓
名
判
断
を
点
剣
に
信
じ
た
わ
け

で
は
な
い
で
す
け
ど
、
そ
の
こ
ろ
い
ろ
ん
な
事
故
が

続
い
た
の
で
、
縁
起
が
よ
く
な
い
の
か
な
、
と
い
う

こ
と
で
、
次
の
公
掛
か
ら
3

0
0
に
改
名
し
ま
し
た

」

肱
掛
げ
公
演
の
出
日

は
、
渡
辺
え
り
子
作
、
出
山
、

出
演
の
『
モ
ス
ラ
』
。比
え
な
い
粍
物
の
象
酸
モ
ス

ラ
に
人
々
が
翻
弄
さ
れ
て
大
騒
動
が
起
る。

「そ
の
こ
ろ
由
起
き
お
り
が
『
東
京
パ
ピ
ロ
ン
』
と

い
う
歌
を
歌
っ
て
る
ん
で
す
が
、
東
京
が
崩
壊
す
る

と
い
う
す
ご
い
歌
詞
な
ん
で
す
。

そ
の
曲
を
テ
l

マ

に
使
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
年
久
々
に
ヤ
ク
ル
ト

・

ス

ワ
ロ

l

ズ
が
優
勝
し
た
の
で
、
作
り
物
の
般
を
シ
ユ

!

ッ

と
繊
切
ら
せ
た
り
し
た
ら
大
受
け
で
し
た
。

切

符
は
吋
時
の
バ
イ
ト
先
の
お
客
さ
ん
た
ち
に
口
っ
て
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も
ら

っ
て
た
の
で
、
ア
ン
グ
ラ
な
の
に
紺
の
ス
!
ツ

蒜
た
人
が
い
っ
ぱ
い
入
っ

て
て
、
公
演
の
た
び
に
お

客
が
情
、
併
に
附
え
て
行
き
ま
し
た

そ
の
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ま
た
耐
-
Hく
て
、
そ
れ

に
影
響
さ
れ
て
次
を
占
く
く
ら
い
の
が
あ
り
ま
し
た

た
と
え
ば
、
キ
ュ
ー
ブ
リ

ッ

ク
を
思
わ
せ
る
手
法
、

と
か
脅
か
れ
て
、
そ
れ
か
ら

『
コO
O
一
年
宇
宙
の

旅
」
を
観
に
行
っ
た
り
、
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
世
界
に
似

て
る
、
と
か
い
う
の
も
あ

っ
て
、
そ
し
た
ら
美
総
さ

ん
が
、
フ
ェ
ジ
ュ
リ
コ
・

フ

ェ
リ
ー
ニ

・

ヤ
マ
ガ
タ

(ジ
ユ
リ
コ
は
中
1

時
の
あ
だ
名
て
っ

て

(笑
こ

劇
問
腕
妨
げ
か
ら
十
数
年
、
え
りf
さ
ん
に
は
た

く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
仕
事
も
日

に
u

に
充
実
の
度
を
増
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
結
婚
と
な

る
と
、
な
か
な
か
い
い
相
手
が
現
わ
れ
な
い
。

し
か
し
え
り
f

さ
ん
の
夫
と
な
る
人
は
、
窓
外
に

身
近
な
と
こ
ろ
に
い
た

。

「t
u
m良
よ
れ
は
、
私
が
主
宰
す
る
無
人
戦
の
第

.

期
伎
を
募
集
し
た
と
き
、
耐
接
に
米
た
ん
で
す
。

パ

ン
ト
マ
イ
ム
が
う
ま
く
て
な
か
な
か
面
白
い
芝
居
を

す
る
人
だ
な
、
と
い
う
印
象
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

早

稲
川
大
学
で
は
ず
っ

と
劇
研
に
い
て
、
野
間
秀
樹
さ

ん
の
芝
印
刷
が
好
き
だ
っ
た
み
た
い
で
す
が
、
う
ち
を

受
け
る
前
に
松
地
ス
ズ
キ
さ
ん
の
大
入
計
酬
を
受
け

て
、
入
っ
た
ん
で
す
よ
。

で
も
稽
市
場
に
行
っ
て

、

こ
れ
は
合
わ
な
い
な
と
思
っ
て
や
め
て
、
今
度
は
う

ち
と
か
青
年
座
と
か
三
つ
、
受
け
て
、
受
か
っ
て

、

迷
っ
た
末
に
う
ち
へ
来
た
と

言
っ
て
ま
し
た
ね
」

劇
問
内
の
恋
愛
を
問
く
禁
止
し
て
い
た
座
長
の
え

り
子
さ
ん
と
、
ひ
と

川
り
ド
の
下
年
だ
と
い
う
符
い

劇
川
U
と
は
、
ど
う
接
近
し
た
の
だ
ろ
う
。

「私
が
大
失
恋
し
た
ん
で
す
ね
、
エ
リ
ー
ト
銀
行
μ
に
。

ま
だ
デ
ー
ト
し
て
た
こ
ろ
、
私
が
風
邪
ひ
い
て
行
か

れ
な
い
と
土
尾
君
が
代
り
に
行
っ
て
、
今
風
邪
で
す

け
ど
え
り
子
さ
ん
は
白
馬
に
ま
た
が
っ
た
王
子
様を

待
っ

て
る
ん
で
す
よ
、
そ
れ
が
あ
な
た
な
ん
で
す

よ
、

と
か
3
っ
て
く
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。

で
も
結
局
失

恋
に
終
っ
て
、
気
の
議
に
思
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

義
慣
に
燃
え
て
私
の
部
民
に
米
て
、
あ
ん
な
や
つ
よ
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り
よ
っ
ぽ
ど
自
分
の
ほ
う
が
い
い
、
っ
て
酔
っ
ぱ
ら

っ
て
、
襲
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
私
が

(笑
)
。向
う
は
新

掲
の
佐
渡
山
身
で
私
は
山
形
で
、

二
人
と
も
問
く
て

純
粋
府
長
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
な
っ
た

ら
結
婚
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
そ
の
山
米
ご
と
が

十
て
月

S

4

ト
八
日

で
、
翌
年
.
月
じ

H

の
私
の
誕
生

日
に
は
そ
う
決
め
て
、
そ
の
年
の
ヒ
刀
じ
U

に
籍
を

入
れ
た
ん
で
す
。

劇
団
内
の
恋
愛
禁
止
を
私
が
破
る

ん
で
す
か
ら

、

み
ん
な
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
交
際

し
て
、
も
う
ロ
メ
オ
と
ジ
ユ
リ
エ
ッ
ト
み
た
い
に
激

し
く
燃
え
k

り
ま
し
た
ね
。

結
婚
後
は
そ
う
で
も
な

く
な
り
ま
し
た
け
ど

(笑
)
」

結
婚
披
館
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
そ
の
翌
年
、
平
成
八

年
六
川
九
日
、

し
ハ
本
木
の
ア
メ
リ
カ
ン
ク
ラ
ブ
で
行

わ
れ
、
私
も
m
m
ん
で
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
趨
ぜ
い
た

く
で
奇
抜
な
演
出
が

、

今
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
る。

ま
ず
黒
紋
付
の
花
婿
は
芝
居
の
馬
に
乗
り

、

そ
の

手
綱
を
取
る
の
が
勘
九
郎
さ
ん
。

リ
ヤ
カ
ー

に
米
俵

を
積
み
上
げ
た
上
に
花
嫁
が
庵
り
、
手
を
取
っ
て
介

添
す
る
の
が
勘
九
郎
夫
人
の
好
江
さ
ん
。

「あ
れ
は
で
人
と
も
地
万
の
出
身
だ
か
ら
、
笑
わ
せ

る
よ
う
な
形
で
出
て
こ
よ
う
、
と
い
う
の
で
、
米
ど

こ
ろ
だ
し
、
柄
部
で
米
依
の
上
に
乗
っ
た
ん
で
す
。

勘
九
郎
さ
ん
ト
パ
必
は
立
会
人
で
す
ね。
そ
の
あ
と
お

色
山
し
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
で
歩
く
迫
に
紙
越

を
敷
い
て
、
介
添
し
て
く
れ
た
の
が
染
托
郎
さ
ん
と

牧
瀬
世
槌
ち
ゃ
ん
。

よ
く
や

っ

て
く
だ
す
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。

ス
テ
ー

ジ
に
白
石
加
代
子
さ
ん
と
学
鹿

仙
さ
ん
と
緑
魔
子
さ
ん
が
上
っ
て
く
れ
て
、
そ
の
と

き
上
演
中
の

「女
の
幸
せ
』
と
い
う
芝
居
の
、
結
婚

に
つ
い
て
の

一
節
を
演
じ
て
く
れ
た
り
ね
。

と
に
か

く
両
万
の
両
親
や
税
戚
が
み
ん
な
来
た
い
と
い
う
の

で
、
じ
ゃ
そ
う
い
う

人
た
ち
が
点
ぶ
よ
う
な
人
を
お

客
さ
ん
に
折
ぽ
う
と
考
え
て
、
そ
れ
ま
で
交
流
の
あ

っ
た
人
六
百
人
く
ら
い
に
戸
を
か
け
た
ら
、
旅
公
出

の
人
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
出
席
し
て
く
れ
ま
し
た

ね
」あ

の
と
き
劇
団

3

0
0

総
出
演
で
演
じ
ら
れ

た
、
二
人
が
結
ぼ
れ
る
ま
で
の
寸
劇
は
傑
作
だ
っ
た
。

花
婿
の
役
ど
こ
ろ
は
先
端
た
ち
の
や
っ
か
み
の
せ
い

か
、
か
な
り
円
劇
的
な
味
つ
け
が
漉
か
っ
た
討
が
し

-
-

e
g・

&
人
A
H
H
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「私
は
威
張
っ
て
怒
鳴
る

K
山
間
以
役
で
し
た
ね。
ち

ょ
う
ど
問
ト
成
で
結
婚
し
た
ん
で
、
あ
ん
な
こ
と
が

で
き
た
ん
で
す
ね
。

年
が
い
っ
て
か
ら
結
婚
す
る
の

も
い
い
も
の
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た

。

あ
て
が
は
ず
れ
た
こ
と
は
、
監
事
役
が
会
的
:
ん

刊
に
し
た
こ
と
で
、

a

万
円
と
川
い
て
も
結
締
式
な

ら

三
万
円
は
持
っ
て
く
る
か
ら
大
丈
夫
、
な
ん
て
言

っ
た
け
ど
、
持
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

(
笑
)
。
お

か
け
で
一二
行
.
九
十
万
円
の
亦
乍
で
し
た

そ
れ
と
寂
し
い
の
は
、
紡
姉
し
た
途
端
に
児
の
友

だ
ち
誰
か
ら
も
屯
話
が
か
か
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
こ

と
。

や
っ
ぱ
り
遠
慮
し
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
ね

。

結
婚
し
て
も
変
ら
ず
に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
児
の

友
だ
ち
は
助
九
郎
さ
ん
と
:
:
:
、
ホ
モ
の
万
々
で
す

ね
(
笑
こ

会いたい人

え
り
子
さ
ん
の
戯
山
の
脱
成
に
あ
る
.
つ
の
流
れ

と
し
て
、
弱
者
の
側
に
屯
つ
て
の
反
戦
の
テ
l

マ
が

あ
る
。

し
か
も
芝
居
を
書
く
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
回
イ
ラ
ク
戦
争
で
の
日
本
の
ア
メ
リ
カ
支
持
に
反

対
し
て
、
小
泉
首
相
に
山
訴
状
を
手
渡
そ
う
と
、
凶

会
前
ま
で
出
か
け
て
行
く
と
い
う
行
動
派
で
も
あ
る。

「山
訴
し
て
逮
捕
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
け
ど

(
笑
)
、
仕
事
の
約
点
が
果
せ
な
く
な
る
の
で
や
め
て
、

手
続
通
り
に
抗
議
の
手
紙
を
置
い
て
き
ま
し
た
。

で

も

日
U

に
一
万
通
行
相
山
間
の
手
紙
が
く
る
そ
う
で
す

か
ら
刷
き
ま
す
か
ね
。

で
も
、
イ
ラ
ク
の
子
供
た
ち

の
飛
び
出
た
内
臓
が
見
え
る
よ
う
で
、
た
ま
ら
な
い

ん
で
す
」

え
り
「
さ
ん
が
.
化
師
か
ら
戦
争
を
比
つ
め
た
作
品

に
『
光
る
時
間
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
父
親
か
ら
聞
い

た
訴
に
基
い
て
い
る
と
い
う

「戦
争
に
よ
っ
て
ね
う
庶
民
の
傷
と
感
覚
を
S
き
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

父
は
卜

.. 、・
1

成
か
ら
庇
船
慨

に
と
し
て
武
蔵
野
の
巾
山
飛
行
機
で
働
い
て
ま
し
た
。

あ
の
こ
ろ
少
年
は
予
科
練
に
入
る
か
満
州
に
行
く
か

軍
泌
工
場
で
働
く
か
、
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
っ
て

。

そ
れ
で
父
は
軍
需
仁
場
を
選
ん
で
、
と
り
わ
け
戦
争

と
う
い
う
尖
感
も
な
く
働
い
て
い
た
そ
う
な
ん
で
す

。

と
こ
ろ
が
友
だ
ち
が
目
の
前
で
爆
撃
で
死
ん
で
、
急

に
戦
争
が
現
実
に
迫
っ
て
き
た
ん
で
す
ね。
そ
れ
で

い
よ
い
よ
こ
の
仁
助
が
明
川
の
大
空
襲
で
全
部
地
滅
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会いたい人

す
る
、
と

一百
わ
れ
た
と
き
に
、
全
員
避
難
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
く
て
誰
か
が
工
場
に
残
っ
て
守
ら
な
き

ゃ
な
ら
な
い
。

誰
が
残
る
か
と
い
う
会
議
は
、
つ
ま

り
死
ぬ
人
を
選
ぶ
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

す
る
と
、
あ

い
つ
は
ト
人
兄
弟
の
末
つ
F

だ
か
ら
と
か
、
あ
い
つ

は
戚
が
思
い
か
ら
と
か
一バ
い
合
う
わ
け
で
す
け
ど
、

で
も
優
秀
な
人
間
が
残
ら
な
い
と
何
か
あ
っ
た
と
き

に
附
嵯
の
判
断
が
つ
か
な
い
。

み
ん
な
が
ゆ
ず
り
合

っ
て
、
醜
い
会
議
に
な
り
か
か

っ
た
と
き
に
、

父
は

た
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
白
分
が
残
り
ま
す
、
っ
て
下

を
挙
げ
た
ん
だ
そ
う
で
す
」

す
る
と
二
人
の
友
人
が
自
分
た
ち
も
残
る
と

言
っ

て
く
れ
て
、
一
三人
で
無
人
の
仁
場
を
守
っ
て
一
夜
を

明
か
す
こ
と
に
な
る
。

「
臓
物
が
口
か
ら
飛
び
出
る
よ
う
な
恐
怖
を
体
験
し

た
、
と
父
は
言
っ
て
ま
し
た
。

そ
の
と
き
高
村
光
太

郎
の
「
必
死
の
時
』
と
い
う
持
を
口
ず
さ
ん
だ
ら
、

心
が
落
店
い
た
、
と
汀
っ
て
ま
し
た
。
父
は
今
で
も

れ
ん
e
a
a
v畠

毎
年
一
月
二
日
の
光
太
郎
の
連
麹
忌
に
は
上
京
し
て
、

日
比
谷
の
松
本
機
の
集
り
に
出
て
い
ま
す
け
ど
、
少

年
の
こ
ろ
か
ら
そ
ん
な
身
近
に
光
太
郎
の
持
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
結
局
、
米
軍
の
爆
撃
失
敗
で

工
場
は
助
か
っ
て
、
父
た
ち
三
人
も
命
拾
い
を
し
た

ん
で
す
。

そ
の
話
を
私
が
父
か
ら
初
め
て
聞
い
た
の

が
三
十
す
ぎ
て
か
ら
で
、
そ
れ
か
ら
構
想
十
年
く
ら

い
で
占
き
ま
し
た
。

日
分
の
制
問
で
は
抗
手
ば
か
り

な
の
で
、
演
劇
集
問
「
円
」
に
頼
ま
れ
た
と
き
に
市

い
た
ん
で
す
ね
」

え
り
子
さ
ん
は
、
今
さ
ら
封
建
時
代
は
い
や
だ
け
ど
、

今
も
地
万
に
残
っ
て
い
る
、
心
と
心
が
コ
ミ
ニ
ケ
l

ト
し
て
、
お
花
い
を
大
切
に
し

A
Hう
よ
う
な
、
そ
う

い
う
感
覚
に
戻
り
た
い
、
と
つ
く
づ
く
思
う
。

山
形
の
お
父
さ
ん
が

『
光
る
時間
』
の
舞
台
を
観

て
一
蹴
す
る
の
に
感
動
し
た
り
、
結
蛸
式
も
ま
ず
両
親

が
喜
ぶ
よ
う
に
と
企
阿
す
る
え
り
チ
さ
ん
は
、
伝
統

的

「
孝
行
娘
」
だ
。

「
損
得
ぽ
っ
か
り
考
え
る
時
代
に
な
る
と
、
演
劇
も

先
制
っ
て
く
る
と
忠
、
つ
ん
で
す
よ
。

想
像
h
Hが
な
く

な
る
、
っ
て
こ
と
で
す
か
ら
ね

。

想
像
力
は
人
間
が

持
っ
て
る
一
番
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
ん
で
、
そ

の
想
像
力
を
耕
す
よ
う
な
、
今
後
も
い
い
芝
居
を
し

て
行
き
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」

苔
わ
り
}
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響
涜
+
方

「阿
弥
陀
経
』

し
や
り
は
っ
こ
こ
ろ

舎
利
弗

。

汝
が
窓
に
お
い
て
知
何

。

か
の
仏
を
何
が
故
ぞ
阿
弥
陀
と
号
し
た

て
法
り
る。

舎
利
弗

、

か
の
仏
の
光
明
無
量
に
し
て

、

十
方
の
図
を
照
ら
す

に
隊
擬
す
る
所
な
し。

こ
の
故
に
号
し
て
阿
弥
陀
と
す

。

A押
利
弗
よ
そ
な
た
は
ど
う
思
う
か
。

な
ぜ
阿
K
M桶
策
世
界
の
仏
を

「ア
ミ
ダ
」
(無
川
}
と

呼
ぶ
の
で

あ
ろ
う
か
舎

利
弗
よ

.

こ
の
仏
は
信
用
地の
光
明
を
放
た
れ
、
例
の
蹄
持
も
な
く
ト
店
の
あ
ら
ゆ
る
帥
凶
作を

明
る
く
照
ら
す

。

そ
れ
ゆ
え

、

こ
の
仏
を

「ア
ミ
ダ
」
と
お
呼
び
す
る
の
で
あ
る

。

光
明
無
量
の
源
は



「
姉
ち
ゃ
ん
、
分
か
っ
た。

で
も
昼
間
だ
か
ら
、

一
つ
だ
け
点
け
て
お
け
ば
い
い
よ
ね
」

「沼
気
消
し
て
行
く
?
」
と
妹
。

ウつ
う
ん
、
点
け
と
い
て
。

准
も
い
な
い
家
に

一
人
で
州
る
の
が
淋
し
く
っ
て
、
点
け
て
お
く

の
が
癖
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
の
。

テ
レ
ピ
だ
っ
て
、
点
け
っ
ぱ
な
し
で
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
ん

だ
よ
」
と
姉。

新
緑
の
中
、
ご
自
宅
の
仏
恩
の
前
で
営
ま
れ
た
あ
る
法
事

。

法
要
を
終
え
、
戸
締
ま
り
を
し
、

こ
れ
か
ら
参
列
者
全
民
で
お
搭
漏
り
に
行
こ
う
と
い
う
時
の
会
話
で
あ
る。

こ
の
日
は
姉
の
ご
主
人
の
.
川
川
忌
f

宝
に

こ
そ
必
ま
れ
な
か
っ
た
ご
夫

M
で
あ
っ
た
が
、

議
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
親
知
や
近
所
の
万
々
と
和
や
か
に
持
ら
し
、
そ
し
て
ご
尚
先
に
は
人

.

長
年
連
れ
添
っ
て
き
た
連
れ
合
い
を
亡
く
さ
れ
た
方
は
誰
も
が
言
う。

倍
和
を
出
し
た
。

何
か
と
人
の
集
ま
る
気
安
い
店
だ
っ
た
。

齢
七
十
を
過
ぎ
て
隠
居

。

し
か
し
、

途
端
に
ご
主
人
は
体
調
を
崩
さ
れ
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
問
に
旅
立
た
れ
た
。

甥流 卜ん・

「
そ
り
ゃ
あ
、
寂
し
い
も
の
だ
よ
。

い
つ
も
向
き
合
っ

て
ご
飯
食
べ
て
い
た
人
が
い
な
い
ん
だ

も
の
。

隣
で
ね
て
い
た
人
が
い
な
い
ん
だ
も
の

」
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召
集
で
は
そ
う
聞
い
て
い
た
が
、
日
常
の
必
ら
し
の
中
に
刻
ま
れ
た
人
の
悲
し
み
に
は
、
L 、
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ま
ま
で
気
付
い
て
こ
な
か
っ
た

。

し
か
し
、
そ
う
だ
つ
た
の
だ
。

一
年
経
っ
て
も
、

一
人
で
帰
る
部
屋
が
寂
し
く
て
灯
り
が
消
せ
な
い
悲
し
み
が
あ
る

。

気
遣

っ
て
く
れ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
て
も
、
締
ま
り
か
え
っ
た
部
屋
の
空
気
が
切
な
く
て
テ
レ
ビ
を

点
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
孤
独
が
あ
る
の
だ
。

人
間
は
時
と
し
て
、
み
ず
か
ら
悲
し
む
た
め
に
人
を
愛
し
、
傷
つ
く
た
め
に
生
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
不
条
理
な
生
き
物
だ
。

し
か
し
、
不
条
理
な
存
在
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
仏
さ
ま
の
自
に
は
き
っ
と
、
け
な
げ
で
い
と
お

し
い
存
在
に
映
っ
て
い
る
は
ず
と
私
は
思
う
の
だ
。

あ
る
時
、
お
釈
迦
さ
ま
は
弟
F

の
舎
利
弗
に
説
き
示
さ
れ
た
。

極
楽
浄
土
の
仏
さ
ま
は
「
無
量
」
の
光
明
を
放
た
れ
る
か
ら
阿
弥
陀
と
お
呼
び
す
る
の
だ
と

。

阿
弥
陀
の
語
源
は
党
語
で
無
量
を
意
味
す
る
「
ア
ミ
ダ
」
に
関
連
付
け
ら
れ
る
の
だ
け
れ
ど

も
、
そ
れ
に
し
で
も
な
ぜ
光
明
が
無
量
な
の
だ
ろ
う
。

姉
妹
が
会
話
す
る
姿
を
目
に
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。



|

|
部
屋
の
灯
り
が
消
せ
な
く
と
も
、
そ
れ
が
人
間
本
来
の
盗
に
違
い
な
い
む
し
ろ
、
愛

す
る
人
と
と
も
に
生
き
、
と
も
に
心
通
わ
せ
て
き
た
証
と
思
い
た
い
も
の

。

点
っ
時
間
で
は
淑

し
く
な
る
ば
か
り

人
は
光
の
明
る
さ
か
ら
生
き
る
拍
気
を
も
ら

っ
て
い
る

だ
か
ら
無
用
に

消
せ
な
く
て
い
い

。

阿
弥
陀
さ
ま
も
私
た
ち

一
切
衆
生
に
生
き
る
勇
気
を
与
え
よ
う
と
光
を
欣

ち
、
何
も
の
に
も
遮
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
ど
こ
ま
で
も
照
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

。

そ
れ

が
阿
弥
陀
仏
と
呼
ば
れ
る
所
以
。

そ
し
て
光
明
の
源
は
阿
弥
陀
さ
ま
の
涙
。

阿
弥
陀
さ
ま
は
、

悲
し
さ
の
余
り
部
屈
の
灯
り
が
消
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
人
間
の
性
を
哀
れ
ん
で
、
私

た
ち
の
た
め
に
泌
を
流
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
慈
し
み
の
泌
が
無
祉
の
光
明
と
な
っ
て
蹄
い
て
い

久
}
W
I
l
l
-

シ
」。

拡
大
解
釈
も
は
な
は
だ
し
い
私
見
だ
け
れ
ど
も
、
ご
主
人
の
三
岡
忌
に
は
、
そ
う
話
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

{
浄
土
宗
総
合
研
究
所
穐
山
猿
燭
}

望組•Jj 
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一「
代
嘗
医
穣
」
と
い
う
世
界

一人
聞
を
「
全
体
」
で
見
る

人
間
観
・
生
命
観

代
替
医
療
の
「
代
普
」

と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
は
、
近
代
医
学

と
は
依
っ
て
立
つ
考
え
方
が
違
う
医
学
・
医
療
と
い
う
こ
と
ー
ー

と
、
前
向
3

い
ま
し
た
.

ど
こ
が
ど
ん
な
ふ
う
に
違
う
の
か

.

ご
く
大
づ
か
み
に
汀
っ
て

し
ま
う
と
、
近
代
底
冷r
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
人
間
の
か
ら
だ
を
分

子
が
集
ま
っ
て
で
き
い
て
る
精
密
な
織
械
だ
と
と
ら
え
る
と
こ
ろ

で
す
.
こ
れ
を
「
分
子
繍
械
諭
」

と
汗
い
ま
す
が
、
機
械
で
す
か

ら
ど
ん
ど
ん
パ
l

ツ
に
分
解
で
き
ま
す
。

ま
ず
頭
・

胴
体
・
手
足

:
・
と
分
け
ら
れ
ま
す
し
、
そ
の
中
身
も
脳
・
臓
器・
血
管
:
・
と
分

け
ら
れ
ま
す
.
そ
の
結
果
、
脳
な
ら
脳
専
門
、
心
臓
な
ら
心
臓
専

門
と
研
究
領
域
も
細
か
く
分
か
れ
ま
し
た
.
い
え
、
こ
の
細
分
化

は
さ
ら
に
進
み
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
細
胞
、
さ
ら
に
今
日
で
は

細
胞
の
中
に
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
個
々
人
の
使
命
の
附
け
を
却
し

③ 

井
上
朝
雄

て
い
る
と
さ
れ
る
遺
伝
子
研
究
が
盛
ん
な
こ
と
は
み
な
さ
ん
ご
承

知
の
通
り
で
す
。

か
ら
だ
は
機
械
で
あ
り
、
パ
ー
ツ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
治
療
は
そ
の
パ
l

ツ
を
治
せ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
円
が

忠
け
れ
ば
円
業
を
投
与
す
れ
ば
い
い
し
、
援
で
間
に
合
わ
な
け
れ

ば
思
い
部
分
を
そ
っ
く
り
取
り
除
い
て
し
ま
う

.

あ
る
い
は
交
検

可
能
な
ら
ば
別
の
パ
l

ツ
と
交
換
し
よ
う
、
と
い
う
々
え
方
で
す.

こ
れ
ら
は
研
究
と
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
相
当
な
成
果
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
，
ひ
と
つ
の
病
気
に
は
特
定
で
き
る
原
闘
が
あ

り
、
そ
の
特
効
援
が
あ
れ
ば
治
る
'
と
い
う
考
え
方
で
、「特
定
病

院
説
」
と
コ
い
ま
す

.

こ
れ
も
特
定
の
病
原
的
に
よ
っ
て
川
引
き
起

こ
さ
れ
る
感
染
症
な
ど
に
は
非
常
に
布
効
で
、
戦
後
ま
も
な
く
ま



で
は
死
に
至
る
病
だ
っ
た
結
核
な
ど
も
抗
生
物
質
が
で
き
た
こ
と

で
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
感
染
症
と
特
効

薬
と
い
う
の
は
イ
タ
チ
ご
っ
こ
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
い
ま

だ
拡
大
の

一
途
を
辿
っ
て
い
る
H
l
V

ウ
ィ
ル
ス

(
い
わ
ゆ
る
エ

イ
ズ
)
の
特
効
藁
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
近
く
は
新
明
肺

炎
S
A
R
S

の
大
騒
動
と
、
次
々
と
新
手
の
感
染
症
が
殺
唱
し
て

い
ま
す
。

(~fj医療J という Ht界

と
も
あ
れ
、
こ
の
こ
つ
に
共
通
す
る
の
は
、
，
悪
い
部
分
'
ゃ
，
病

気
の
以
同
H
さ
え
治
せ
ば
、
か
ら
だ
は
健
康
を
取
り
.
M伏
せ
る
、
と

い
う
々
え
点
で
す
.

そ
れ
に
対
し
て
代
符
医
療
は
、
こ
れ
も
ご
く
ご
く
大
ま
か
な
見

方
で
す
が
、
人
間
を
「
身
体
・
精
神

・

霊
体
の
統
合
体
」
と
見
、

わ
た
し
た
ち
の
か
ら
だ
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る

「
治
総
力
」

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
も

の
、
と
汀
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
.

ち
な
み
に

「湿
性
」

と
い
う
の
は
、
英
治
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
訳
語
で
、
定
義
す
る
の
は

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
心
理
学
者
の
河
合
的
中
雄
さ
ん

の
言
う

H

平
飯
名
で
書
く
「
た
ま
し
い
」
'に
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
近
い

よ
う
に
思
い
ま
す
(
ち
っ
と
も
説
明
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
:
:

笑
)。

つ
ま
り
、
人
間
と
い
う
の
は
け
っ
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
.
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
分
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
た
ま
し
い
と
い
う
も
の
と
も
切
り
離
せ
な
い
。
さ

ら
に
J
え
ば
、
n

分
の
k
w任
と
ま
わ
り
の
環
唆
の
あ
り
-
Mと
を
分

け
る
こ
と
も
で
き
な
い

.

生
体
と
い
う
も
の
は
常
に
そ
れ
ら
を
統

合
し
た
中
で
生
き
て
い
る
も
の
。
だ
か
ら
、
病
気
や
病
原
菌
だ
け

を
見
る
の
で
は
な
く
人
聞
を
見
ょ
う
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
近
代
医
学
と
代
替
医
療
と
は
基
本
的
に
人
間
観
、
生

命
観
が
違
う
の
で
す

。

こ
う
し
た
存
え
点
を

『ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
と
バ
い
、
日
本
語

で
は
「
全
体
的
」
『
全
体
論
的
』

と
沢
さ
れ
ま
す

.

福
山
い
の
は
、

こ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
誠
艇
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で

「
全体
性
」
を

意
味
す
る
「ホ
ロ
ス
」
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
派
生
し
た
英
語
に
、
「
ヘ

ル
ス
H

健
康
」、

「ヒ
ー
ル
H

癒
す
」
「ホ
l

ル
サ
ム
H

健
全
な
」、

そ
し
て

『
ホ
l

リ
!
日
明
な
る
』

な
ど
が
あ
る
こ
と
で
す

。

と
は
い
え
、
近
代
医
学
と
代
将
医
療
の
ど
ち
ら
が
よ
い
か
、
と

い
う
議
論
は
不
毛
で
、
近
代
医
学
の
領
峻
の
も
の
は
近
代
医
学
に

ま
か
せ
、
代
替
医
療
が
向
い
て
い
る
も
の
は
代
替
医
療
を
、
と
使

い
分
け
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
賢
明
な
方
法
で
あ
る
こ
と
は

J
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん

.
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あ

っ
た

っ
T

ん
が
な
あ

あ
る
と
こ
ろ
に
、
田
え
久
と
い
う
投
岩
が
あ
っ
た

っ
T
。

あ
る
時
、
芝
居
を
し
T

も
ら
い
た
い

っ
T

、
山
ひ
と
つ
向
こ
う
の
村
か
ら
声

が
か
か
っ
た

っ
τ
。

田
え
久
は
衣
装
や
ら
カ
ツ
ラ
や
ら
詰
め
込
ん
だ
小
さ
な
ツ

ヅ
ラ
を
背
負
い
、
山
道
を
歩
い
T

い
た
っ
T
。

峠
ま
で
来
る
ピ
、
太
い
木
が
道
に
倒
れ
て
あ
っ
た
っ
τ
。

見
る
と
、
そ
れ
は

木
で
は
な
く
、
大
き
な
蛇
が
械
に
な
っ
T

、
ご
1

ご
!

っ
て
寝
て
い
た
っ
τ
。

田
え
久
は
、
大
蛇
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
そ
っ

と
ま
た
ご
う
と
し
た
が
、
絡

ん
づ
け
T

し
も
う
た

っ
T
。

「あ
い
た
た
。

誰
だ
」

大
蛇
は
白
を
覚
ま
し
て
、
鎌
首
を
す
っ

と
上
げ
た
っ
T
。

田
え
久
は
、

「ゎ
、

わ
し
は
、
田
え
久
っ
T

い
う
も
ん
だ

」

っ
て
、
震
え
な
が
ら
言
う
た

っ
て
。

「そ
う
か
。

授
か
。

い
や
、
狸
じ
ゃ

、

と
う
し
ょ
う
も
な
い

。

人
間
な
ら
一
口
に

呑
ん
で
や
る
が
、
狸
な
ら
呑
む
の
は
や
め
じゃ
」
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民話

大
蛇
に
そ
う
言
わ
れ
て
田
え
久
は
、
あ
あ
よ
か
っ
た
、
助
か
っ
た
、
と
大
き

く
肩
で
息
を
し
た
っ
て。
そ
う
し
た
ら
大
蛇
が
、

「ゃ
い
、
狸
。

掩
は
狸
が
化
け
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

お
ま
え
、
ひ

と
つ
化
け
て
見
せ
れ
」

っ
T

、
言
う
た
っ
て
。

投
岩
も
化
け
る
の
が
商
売
、
田
え
久
は
嬉
し
く
な
っ
た

つ
マ
、。

38 

「
そ
れ
では
、
き
れ
い
な
娘
っ
こ
に
化
け
ま
す
る
。

ち
ょ
っ
と
後
ろ
を
向
い
T

い
T

く
れ

」

「
よL
よ
し
」

っ
て
、
大
蛇
は
後
ろ
を
向
い
た
っ
T
o

田
え
久
は
ツ
ヅ
ラ
の
中
か
ら
赤
い
着
物

を
辰
リ
出
し
、
妓
の
カ
ツ
ラ
を
つ
け
た
っ
T
。

「
も
う
、
い
い
、
ぞ
」

大
蛇
が
振
リ
返
っ
T

み
る
と
、
ほ
ん
に
き
れ
い
な
放
が
立
っ
て
お
っ
た
っ
T
o

「
お
や
、
ほ
ん
に
ま
あ
、
う
ま
い
も
ん
だ
が
な
あ
。

さ
す
が
に
狸
だ
」

っ
T

、
感
向
L

た
っ
て
。

「よ
し
、
今
度
は
侍
に
化
け
T

見
せ
れ
」



「ん
じ
ゃ
、
ま
た
後
ろ
向
い
T

い
て
く
れ
」

田
え
久
は
、
大
蛇
が
ま
た
後
ろ
を
向
いT
い
る
聞
に
、
刀
を
虫
L
T

、
ち
ょ

ん
ま
げ
を
つ
け
T

、
侍
の
姿
に
な
っ
た

っ
T
。

「も
う
、
い
い
ぞ
」

大
蛇
が
ま
た
振
リ
向
い
T

み
る
と
、
ほ
ん
に
強
そ
う
な
立
派
な
侍
に
な
っ
T

い
た
っ
て
。

「お
お
、
ょ
う
化
け
T

く
れ
た
。

狸
は
化
け
る
名
人

2
t

言
う
が
、
ほ
ん
ど
の

こ
と
だ
な

あ

」

っ
T

、
大
蛇
は
た
い
そ
う
喜
ん
だ

っ
て
。

大
蛇
を
す
っ

か
リ
編
し
た
田
え
久
が
、

け
る
と
、

一
息
い
れ
よ
う
と
キ
セ
ル
に
火
を
つ

「や
め
T

く
れ
。

煙
草
の
ヤ
ニ
が
身
体
に
つ
い
た
ら
腐
っT
し
ま
う

。

掩
は
煙

草
の
ヤ
ニ
ピ
針
が
一
本
恐
い
」

っ
T

、
大
蛇
が
慌
T
T

言
う
た

っ
T
。

「
へ
ぇ

、
こ
ん
な
も
ん
が
恐
い
と
は
。

お
い
ら
は
金
が
一
本
忍
い
」

「う
ー
ん
。

狸
、
お
ま
え
は
変
な
も
ん
が
恐
い
ん
だ
な
」
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「
金
は
世
の
中
の
い
さ
か
い
の
も
と
だ
か
ら
、
金
が
一
本
恐
い
」

「
そ
う
か。
そ
れ
ぞ
れ
恐
い
も
ん
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
。

ゃ
い
、
狸
、
こ
の
こ
と

だ
け
は
人
間
に
言
う
て
く
れ
る
な
、
わ
か
っ
た
な
」

今
度
会
っ
た
と
き
に
は
、
遣
う
も
ん
に
化
け
て
見
せ
れ
、
そ
う
言
う
て
、
大

蛇
は
草
む
ら
の
中
は
入
っ
T

行
っ
た
と
。

田
え
久
は
、
飛
ぶ
よ
う
に
L
T

占
を

下
リ
た
っ
て
。

村
に
た
ど
リ
着
く
と
、

「お
ま
え
さ
ん
、
投
岩
の
田
え
久
さ
ん
じ
ゃ
な
。

無
事
で
な
に
よ
リ
じ
ゃ
。

峠

で
大
蛇
に
会
わ
な
か
っ
た
か
な
」

っ
T

村
の
衆
が
寄
っ
て
来
た
っ
て
。

い
や
、
実
は
、
こ
う
こ
う
、
こ
う
い
う
わ
け
で
大
蛇
を
編
し
た
、
と
田
え
久

は
一
部
始
終
を
話
し
た
っ
て。

「そ
う
か
、
そ
の
大
蛇
は
村
の
岩
を
呑
み
込
む
悪
い
奴
で
、
い
い
こ
と
聞
か
せ

て
も
ら
え
た

」

っ
て
、
村
の
衆
は
針
ピ
煙
草
の
ヤ
ニ
を
い
っ
ぱ
い
集
め
て
、
ー
山
ん
中
の
池
へ
行

っ
て
、
針
と
煙
草
の
ヤ
ニ
を
投
げ
込
ん
だ
っ
て
。
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民話

そ
う
す
る
ピ
、
池
ん
中
の
大
蛇
が
苦
し
が
っ
T

暴
れ
た
っ
て
。

池
の
水
が
バ

チ
ャ
コ
ン
、
パ
チ
ャッ
コ
ン

っ
T

、
波
立
つ
ほ
ど
暴
れ
た
っ
て
。

そ
れ
を
見
た

村
の
衆
は
恐
ろ
し
く
な
っ
T

逃
げ
帰
っ
た

っ
T
。

そ
の
夕
方
、
田
え
久
が
村
の
衆
の
家
に泊
ま
る
こ
ど
に
な
リ
、
囲
炉
裏
ば
た

で
い
る
と
、
表
の
戸
を
ド
ン
ド
ン
ド

ン
ド
ン
ヒ
叩
く
も
ん
が
あ
っ
た

っ
て
。

回

え
久
が
戸
を
開
け
よ
う
と
し
た
途
端、

「よ
く
も
言
う
な
っ
て
こ
ど
を
言
っ
た
な
。

こ
れ
で
も
く
ら
え

っ
」

っ
T

、
大
蛇
が
、
戸
に
バ
リ
パリ
、
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ

l

っ
T

、
大
判
、
小
判
を

投
げ
つ
け
た
っ
τ
。

そ
い
で
、
田
え
久
は
一
生
安
楽
に
暮
ら
し
た
っ
T
。

そ
の
後
、
大
蛇
は
池
ん

中
で
死
ん
だ
っ
T
。

い
っ
ち
ご
、
さ

っ
け

ろ

っ

ぺ
ん

42 
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-
大
安

44 

〈
筆
〉大
安
の
今
日
購
い
に
ゆ
く
祭
下
駄
片
桐
て
い
女

旬
一

上
一〈

筆
〉種
案
山
子
テ
ー
プ
の
生
み
し
風
の
者

浄
一

近
づ
い
て
き
た
祭
に
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
準
備

が
始
ま
っ
て
い
る。

買
い
も
の
の
日
は
暦
で
調
べ
て

あ
っ
て
、
今
日
が
大
安
の
日
だ。

祭
下
駄
と
い
う
が
、

そ
の
他
の
こ
ま
ご
ま
も
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

祭
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
の
だ。

〈佳
作
げ〉
大
安
や
野
点
の
席
の
桜
餅

大
安
や
百
歳
祝
・7
桜
鯛

佐
藤

ま

井
村

善
也

旅
立
ち
の
子
に
大
安
の
日
を
選
ぷ

谷

し
げ
子

-
テ
l

プ

浜
口

佳
春

鳥
存
』
速
さ
け
る
の
に
案
山
子
を
し
つ
ら
え
る

。

畑

の
上
に
は
、
き
ら
き
ら
光
る
テl
プ
を
張
り
め
ぐ
ら

し
て
、
万
全
の
態
勢
で
あ
る。
テ
l

プ
は
風
に
鳴
っ



て
、
そ
の
威
力
を
発
揮
す
る。

こ
こ
で
は
そ
の
音
が

句
の
力
に
な
っ
て
い
る。

〈佳
作
〉
テ
l

プ
投
ぐ
る
客
船
初
夏
の
日
の
ま
ぶ
し

信
子

増
田

母
の
歌
納
め
し
テl
プ
若
葉
光

中
島
富
士
子

紅
白
の
テ
!

プ
巡
ら
せ
お
田
植
祭

河
合
冨
美
枝

-
自
由
題

〈特
選
〉蝶
々
や
道
を
問
わ
れ
て
道
連
れ
に中島富
士
子

選者=鎗田河郎子

た
ま
た
ま
行
く
先
が
川
じ
店
内
だ
っ
た
の
だ
ろ
う。

道
を
聞
か
れ
て
、
途
中
ま
で
ご一
緒
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

蝶
が
あ
た
り
に
舞
っ
て
天
気

は
よ
い
。

す
ぐ
友
達
の
よ
う
に
話
は
は
ず
む。
誰
に

で
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

〈佳
作
〉
焼
呑
の
肩
に
触
れ
ゆ
く
落
花
か
な

高
速
道
防
音
壁
の
蔦
若
葉

御
仏
に
守
ら
れ
し
日
々
花
便
リ

石
原

新

浜
口

佳
春

み
ね

45 
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参加作品… ………・・ … 編集部遭

k 
� 

大
安
の
よ
さ
臼
や
新
恭
買
戻
る

大
安
の
よ
さ
8

待
ら
買
ふ
ま
つ
リ
下
駄

大
安
や
斜
め
に
か
ぶ
る
瓦
帽
子

大
安
少
義
ひ
百
舟
の
春
の
宴

大
安
吉
日
棲
闘
は
気
ま
ぐ
れ
嘆
く
母

大
安
ど
云
、しr
q唱
に
脇
町
ひ
L

四
月
か
な

大
安
ど
い
ふ
自
に
点
逢
ふ
拘
来
迎

大
安
や
即
入
伎
の
夏
の
午
後

今
日
の
日
会
話
常
と
迎
・
え
て
大
安

8

“

テ
l

フ

友
江
・
津
波
来
る
と
赤
E

ア
1

プ
の
区
浪
内

中
島
富
士
子

…
包
み
却m
i
ア
i

ブ
の
柄
の
花
董

河
合
富
美
綬

欽
遠
火
や
テl
プ
の
喜
ラ
ン
プ
翁

山
本
美
代
子

鳥
の
子
の
島
鍛
れ
ゆ
く
投
テ
l

プ

嶋
田
喜
代
子

…
新
茶
缶
h
q

q

テ
l

プ
を
剥
か
す
音

鴻

…
ガ
ム
テ
1

プ
ぱ
か
リ
残
リ
マ
怠
の
巻

み
ね

一
四
月
尽
巳
ア
ぜ
ア1
プ
が
伸
び
て
い
る

恵
子

春
深
〈
テ
l

プ
に
耐
用
る
絡
の
詠

金
谷

細
田

大
治

清
水暴

浄
土
民
上
句
会
の
-
締
切
・

六
月
二
十
日

お
知
ら
せ

一
発
表
・

「浄
土
』
二
O
O
三
年
九
月
号

一
一
選
者・
旭
国
河
郎
子
(
『荷
風
』
主
宰
)

一
応
募
方
法

一

・
い
ず
れ
の
題
と
も
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

一
・
特
選
各
1

名
・

佳
作
各
3

名

一
葉
・
に
俳
句
(何
句
で
も
可
)と
、

住
所
・

氏
名
を
必
ず
お
・
4
e下

一
さ
い
。

一
宛
先

一
〒

明
。o
o
-
-

盲
笠
原
郵
港
区
芝
公
園4
8
7
'

4

明
照
会
館
内

問

月
刊

『浄
土
』
除
上
句
会
係

自音棒3 題
由楽 i 
題 i

程

卵
浪
か
な
テ
l

ブ
切
る
人
新
市
長

春
成
や
テ
l

ブ
き
ゆ
る
さ
ゆ
る
巻
き
戻
す平
井
美
津
子

参
の
蝿
テ
l

プ
に
祖
父
の
浪
花
節

日
山
岨

券
越
の
、
決
経
の
テ
!
プ
に
犬
の
戸

菜
の
花
や
筑
紫
次
路
の
水
は
る
か

ば
た
純
か
ピ
さ
リ
ピ
号
、
四
月
馬
鹿

新
聞
の
切
抜
き
の
裏
さ
く
ら
咲
く

披
岸
会
の
大
会
議
る
若
き
僧

46 

石
原

新

山
口

信
子

中
島
富
士
子

山
+
串
美
代
子

河
合
富
美
緩

大
野

E医

稲• 
美
知

富
田

筆
子

野
島

'置

四
方

連

水
産S

藍
子

阿
川
き
み
子

健
康

* 

浴
田

信
子

山
口

晴
晴
子



才
、
巳
乙
は

寸
肘v
a
←
h
叫
ん
の

u
y
G
Iげ
件
キ
く

内
マ
マt
d
け
亨
、
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び
わ
の
鍛
を
煎
じ
る
陪
の
強
か
な

編集後記

主
の
友
人
か
ら
こ
ん
な
品
を
削っ
た

小
学
校
管
平
生
のι
供
が
仲
良
し
の
お
友

達
か
ら
の
予
紙
を
放
り
投
げ
て
出
て
行つ
た

の
で
、
何
気
な
く
読
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
に

は
子
供
の
か
わ
い
が
っ
て
い
る
ぬ
い
ぐ
る
み

「モ
モ
ち
ぞ
ん
を
殺
し
て
や
る
」
と

A
か
れ

て
い
た
と
い
う
。

大
変
シ
ョ
ッ

ク
会
受
け
た

付
組
が
、
叫
が
州っ
て
き
た
と
き
に

「こ
ん

な
子
紙
を
も
らっ
て
、
例
か
あ
っ
た
の
」
と

聞
く
と
、
「べ
つ
に
、
何
も
な
い
よ
」
と
シ

ョ

ッ

ク
存
受
け
て
い
る
惑
も
な
い。
納
得
の

い
か
な
い
母
親
が
な
お
も
聞
き
た
だ
す
と
、

「こ
ん
な
話
は
、
学
校
で
は
今
、
み
ん
な言

っ
て
い
る
よ
」と
ネ
然
と

一d
う
の
で
あ
る
、
と。

そ
し
て
こ
の
前
を
-
緒
に
聞
い
て
い
た
児

抗
館
に
つ
と
め
て
い
る
ぷ
人
は
、
「そ
ん
な !日

澗

こ
と
今
、
日
常
茶
飯
恒
だ
よ
」
と
話
し
て
く

れ
た
。

子
供
た
ち
は
湾
ひ
な
が
ら
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
顕
に
く
る
と
、
す
ぐ
に
相
手
に

対
し
、
ま
た
相
手
の
か
わ
い
がっ
て
い
る
も

の
に
対
し
て
「殺
し
て
や
る
」
と

一可
い
般
つ

と
い
う
の
で
あ
る

こ
れ
は
今
は
や
り
の
バ
ソ
コ
ン
ゲ
l

ム

の
彫
特
で
あ
る
こ
と
は
明
れ
だ
が
、
な
ん
と

も
恐
ろ
し
い
時
代
に
なっ
た
と
忠
あ
ざ
る
を

ね
な
い
。

ι

供
た
ち
が
泣
ひ
の
中
で
桟
府
な

J
集
会
使
う
こ
と
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
が
、
単
純
に
使
わ
れ
て
い
た
言
集

が
、
弱
者
を
さ
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
徹
思
惑
安
感
じ
る。
子
供
た
ち
は

今
、
消
去
、
リ
セy
卜
、
殺
す
に
失
を
つ
け

る
こ
と
が
出
米
な
く
な
っ
て
い
る
作
起

制
民
チ
i

フ

制
民
ス
タ
y

フ

村{な詩
型12A

編
集
顧
問

大
門
学J』
暗

浄
土

六
十
九
舎
六
川
り
猟
師
六
r
n
刊

年
会
柑Hh
ハF

川

開
制
刊i
q
k
川

-

-
十
川

崎明
日
開
榔
似
物
泌
吋

印
刷

T
A間十
h
白v
i札
川
-
d

ト

H

a
R符

T

成
卜

k

年
・
ハ
川
川

園
高
行
人i
l
-
-

点
野
臨
海

-
s
人
I
l
-
-

佐
牒
良
純

印
刷
所
l
l

惜
悼
式会
制

-
YI

T
4
1

4
1

干

五

一

東
京
m
港
反
一
芝
公団
四
・
ヒ
・
刊
明
照
会
館
内

実
行
富
山

法
然
上
人
鍛
仰
会
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目
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